
福
崎
東
中
学
校
３
年 

鉄
矢
大
鷹 

き
ず
つ
く
よ
　
そ
ん
な
言
葉
は 

　
言
っ
ち
ゃ
だ
め 

福
崎
小
学
校
４
年
　
牛
尾
拓
壬 

そ
れ
い
い
の
？
　
見
て
見
ぬ
ふ
り
も 

　
一
緒
だ
よ 

田
原
小
学
校
６
年
　
小
谷
優
奈 

あ
い
さ
つ
で
　
ふ
え
る
笑
顔 

　
つ
な
が
る
心 

福
崎
西
中
学
校
２
年
　
橋
本
美
汐 

助
け
合
お
う
　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も 

　
誰
と
で
も 

福
崎
東
中
学
校
３
年
　
遠
山
礼
人 

７ 

北朝鮮人権侵害問題啓発週間 北朝鮮人権侵害問題啓発週間 
１２月１０日（月）～１６日（日） 

　『北朝鮮人権侵害問題啓発週間』は、拉致問題
や北朝鮮による人権侵害問題について関心と認識
を深めることを目的として設けられています。 
　兵庫県警察では、拉致被害者や「拉致の可能性
を排除できない行方不明者」の方々に関する情報
を常時求めています。 
　お心当たりのある方は、下記まで情報をお寄せ
ください。 
兵庫県警察本部　外事課　　０７８－３４１－７４４１（代表） 
福崎警察署　警備課　　　　２３－０１１０（代表） 

■福崎町で登録できる方 

○福崎町の住民基本台帳に記載されている方及び

過去にされていた方 

○福崎町の戸籍に記載されている方及び過去にさ

れていた方 

住民生活課・窓口（内線３７５・３７６） 

■登録手続に必要なもの 
○本人通知制度事前登録申出書 
※代理人が申出する場合は委任状が必要です。 
※申出書・委任状は窓口にあります。 
　ホームページにも掲載しています。 
○本人確認書類 
【顔写真つきのものは１点】 
免許証、個人番号カード、パスポート、障害者
手帳など 
【顔写真がないものは２点】 
　保険証、医療証、学生証、年金手帳など 
※「氏名と生年月日」または「氏名と住所」が
確認できるもの 

　住民票の写しや戸籍謄抄本などの証明書を代理

人や第三者に交付した場合に、本人（事前に登録

していただいた方）に、証明書を交付したことを

郵便でお知らせする制度です。 

　この制度により、不正請求の抑止や不正取得の

早期発見の効果が期待できます。 

※代理人や第三者から交付請求があった場合に、

交付の可否を本人に確認する制度ではありませ

ん。 

ご利用ください「本人通知制度」 
本人通知制度とは 

便利です！『ねんきんネット』サービス 

■『ねんきんネット』でできること 

　『ねんきんネット』とは、２４時間いつでもどこで

も、パソコンやスマートフォンから、ご自身の年

金の情報を手軽に確認できるサービスです。 

①ご自身の年金記録の確認 

②将来の年金見込額の試算 

③電子版「ねんきん定期便」の閲覧 

④日本年金機構から郵送される各種通知書の確

認や再交付申請など 

■直接『ねんきんネット』にアクセスする場合 

　http://www.nenkin.go.jp/n_net/ 

 

 

■電話で問い合わせる場合 

ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル 

　０５７０－０５８－５５５ 

※０５０から始まる電話でかける場合は 

　　０３－６７００－１１４４ 

【受付時間】 

月～金曜日／８:３０～１７:１５（月曜日は１９:００まで） 

第２土曜日／９:３０～１６:００ 

※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３

日は利用できません。 

ねんきんネット 検索 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
携
帯
電
話
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
機
種
変
更
し
よ
う
と
思
い
、
販

売
店
に
出
向
い
た
。 

　
今
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
変
更
す

る
方
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も

セ
ッ
ト
で
付
く
お
得
な
プ
ラ
ン
が

あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
代
は
無

料
だ
か
ら
と
店
員
に
勧
め
ら
れ
、

無
料
で
貰
え
る
な
ら
と
契
約
を
し

た
。 

　
店
員
の
説
明
を
聞
い
て
書
面
を

何
枚
か
受
け
取
っ
た
が
、
内
容
を

理
解
で
き
な
い
ま
ま
署
名
を
し
て

し
ま
っ
た
。 

　
自
宅
に
帰
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
い
方
を
息
子
に
た
ず
ね
た
と

こ
ろ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
は
別

に
通
信
料
が
か
か
る
も
の
だ
と
分

か
っ
た
。 

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
料
は

無
料
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
通

信
料
が
か
か
る
な
ら
解
約
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
７０
歳
代
男
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
携
帯
電
話
な
ど
の
契
約
は
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
間
は

”初
期
契
約
解
除
“
に
よ

り
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
解
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
８
日
間
を
過
ぎ
て
い
た
と

し
て
も
、
業
者
の
説
明
に
不
足
や

嘘
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
通
信

サ
ー
ビ
ス
と
端
末
を
あ
わ
せ
て
解

約
で
き
る

”確
認
措
置
“
が
適
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
相
談
者
に
そ
の
旨
を
説
明
し
、

携
帯
電
話
会
社
に
対
し
て
解
約
を

し
た
い
理
由
を
書
面
に
し
て
送
る

よ
う
助
言
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
高
齢
の
方
か
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
関
連
す
る
契
約
や
、
使
用

に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。 

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

昨
年
度
の
携
帯
電
話
全
般
に
関
連

す
る
相
談
件
数
は
約
２
万
３
４
０

０
件
、
そ
の
う
ち
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
関
連
す
る
相
談
は
約
１
万
５

０
０
０
件
で
全
体
の
６４
％
を
占
め

ま
し
た
。
な
か
で
も
６０
歳
以
上
の

契
約
者
の
相
談
は
、
約
７
４
０
０

件
と
全
体
の
約
３２
％
に
も
の
ぼ
り

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

も
、
契
約
の
内
容
や
使
い
方
が
分

か
ら
な
い
時
は
無
理
に
契
約
せ
ず
、

契
約
を
す
る
前
に
納
得
で
き
る
ま

で
質
問
や
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
特
に
月
々
支
払
う
料
金
は
い
く

ら
で
、
い
つ
ま
で
支
払
う
の
か
、

支
払
い
途
中
で
解
約
す
る
と
き
に

解
約
料
は
必
要
な
の
か
は
必
ず
確

か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た

と
感
じ
た
と
き
は
、
い
つ
で
も
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。 

           

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
 

高
齢
の
方
か
ら
の
相
談
が
 

増
え
て
い
ま
す
！
 

８ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

≪作り方≫ 

①たらは半分に切って酒と塩をふって５分ほどおき、しっかり

と汁気を拭く。水菜は長さを３～４等分に切る。 

②もちむぎ麺は表示通りにゆでてざるにあげ、流水でよくもみ

洗いをして、水気をきる。 

③鍋にＡを入れて中火で煮立て、たらを加え、弱火で２～３分

煮る。②を加えて温め、火を止めて水菜と大根おろしを添え

る。 

　冬の鍋の主役・たらは、たんぱく質が多く低カロリー、

かつカルシウムの吸収率を高めるビタミンＤが豊富です。

カルシウムを多く含む水菜とコラボさせると骨を丈夫に

し、骨粗しょう症の予防が期待できます。もちむぎ麺で

健康パワー増大！仕上げは大根おろしで消化力アップ！ 

１人分 
３７３kcal 
食物繊維 ５.６ｇ ≪材料≫（２人分） 

・もちむぎ麺（半生）...１８０ｇ 

・たら...２切れ　・水菜...１株 

・大根おろし...８㎝分 

 

 

・酒、塩...各少々 

体が心から温まる鍋仕立て
 

体が心から温まる鍋仕立て
 

・めんつゆ（ストレート）...３/４カップ 
・水...３カップ 

A
神戸医療福祉大学　 
豊山先生の一言メモ 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 



平
成
２９
年
度
福
祉
医
療
費
助
成
実
績
お
よ
び 

各
種
届
出
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

●
平
成
２９
年
度
福
祉
医
療
費
助
成
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

福祉医療費助成実績表 

医療制度 

０歳～小学３年生 

小学４年生～中学３年生 

精神障害者保健福祉手帳１級 

精神障害者保健福祉手帳１級で 
低所得者 

高齢期移行者医療以外の福祉医療受給者 
で特定疾患等の公費負担医療受給者　　 

６５歳以上７０歳未満 

身体障害者手帳１・２級または 
療育手帳Ａ判定 

精神障害者保健福祉手帳１級 

１８歳または２０歳までの子を監護する 
母子家庭等の母または父及びその子 

身体障害者手帳１・２級または 
療育手帳Ａ判定 

合　　計 

対象年齢等 
受給者数（人） １人あたりの助成額（円） 

1,637 

1,069 

212 

178 

2 

82 

169 

4 

2 

15 

3,370

33,224 

24,672 

32,422 

167,432 

8,467 

28,869 

102,431 

32,947 

177,991 

38,641 

41,009

平成２８年度 

受給者数（人） １人あたりの助成額（円） 

1,637 

1,101 

201 

175 

2 

70 

163 

5 

2 

16 

3,372

35,579 

26,810 

33,408 

158,865 

15,436 

35,142 

115,553 

18,802 

177,659 

40,942 

42,914

平成２９年度 

後
期
高
齢
者 

医
療
加
入
者 

●次のようなときは必ず届出をしてください。 

・健康保険が変わったとき 

・転出するとき（医療費受給者証を返却してください） 

・生活保護を受けることとなったとき 

・住所や氏名が変わったとき 

・交通事故などによるケガで診療を受けたとき 
 

問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５６） 

学校管理下でのケガにより医療機関等で

受診されるときは、健康保険証のみ提示

し、自己負担してください。自己負担し

た医療費については災害共済給付制度を

ご利用ください。 

―人間ドック助成のご案内― 年に1度　健康チェックを受けましょう 年に1度　健康チェックを受けましょう 年に1度　健康チェックを受けましょう 

助成対象者 

検査場所 

検査料・助成額 

（1年度1回限り） 

申込方法 

福崎町に住所があり、次のいずれかに該当する方 

・国民健康保険被保険者で満３５歳以上の方 

・後期高齢者医療被保険者の方 

・健康保険の被扶養者で満３５歳以上満４０歳未満の方 

※年齢はいずれも平成３０年４月１日現在 

【注意】今年度に町ぐるみ健診を受けられた方は対象となりません。 

検査料…３７，０００円（税抜） 

助成額…２５，９００円（上限） 

公立神崎総合病院、城谷医院、アキタケ診療所、平野病院 

※他の医療機関で受けられた場合も一部助成対象となります。 

希望する医療機関に予約後、印鑑と被保険者証を持参のうえ、健康福祉課で助成申

請の手続きをしてください。 

※脳検査の助成制度もあります。 
問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５５・３５６） 

９ 

乳幼児等 

こども 

母子家庭等 

重身障 

重精障 

 

高齢重身障 

高齢重精障 

精神疾患 

公費負担 

高齢期移行者 
（老人） 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　
１０
月
１９
日
、
市
川
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
神
崎
郡
３

町
に
よ
る
神
崎
郡
農
業
委
員

会
協
議
会
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
郡
内
各
町
の
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
神
崎
郡
農
業
委
員

会
協
議
会
の
長
尾
会
長
、
続

い
て
町
長
の
岩
見
武
三
町
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

（
一
社
）
兵
庫
県
農
業
会
議

の
主
任
で
あ
る
間
嶋
晋
也
氏

よ
り
「
地
域
に
根
ざ
し
た
農

業
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
農
家
の
減
少

や
、
遊
休
農
地
の
増
加
等
の

課
題
解
消
に
つ
い
て
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
の
推
進
や
、

農
地
を
守
る
た
め
に
集
落
で

の
話
し
合
い
に
よ
る
取
り
組

み
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
、
様
々
な
情
報
提

供
を
受
け
、
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

資
質
向
上
に
大
変
役
立
つ
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
農
業
委
員
会

は
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を

通
じ
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
知
識

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
農

業
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

（
農
林
振
興
課
内 

　
　
　
　
　
　
内
線
３
１
３
） 

神
崎
郡
農
業
委
員
会 

協
議
会
研
修
会
開
催 

　
１０
月
１４
日
に
田
口
新
池

で
、
た
め
池
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
田

口
自
治
会
で
、
約
３０
人
の

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護

者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
た
め
池
の
仕
組
み
や
生

息
す
る
生
き
物
や
植
物
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
実
際

に
た
め
池
の
中
に
入
っ
て

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

魚
を
捕
っ
た
り
し
ま
し
た
。

大
き
な
カ
エ
ル
や
カ
メ
も

見
つ
け
ま
し
た
。 

　
た
め
池
は
、
憩
い
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
危
険
も

潜
ん
で
い
ま
す
。
た
め
池

に
行
く
と
き
は
、
必
ず
大

人
と
い
っ
し
ょ
に
行
き
ま

し
ょ
う
。 

           

（
農
林
振
興
課
） 

『
た
め
池
教
室
』を 

　

開
催
し
ま
し
た 

　福崎東中学校では、６月にいずみ会の協力で食
育教室を開催し、３年生の３クラス１１４人が参加し
ました。 
　福崎町の特産もち麦につい
ての学習をした後、もち麦精
麦やもち麦粉を使用した調理
実習を行い、もち麦サラダう
どん、ピーマンの肉詰め、もち麦みそ饅頭の３品
を作りました。 
　もち麦の生産が難しいこと、栄養の面で優れて
いること、食物繊維が豊富に含まれており体にい
いことなどを学び、自分たちで料理を作ることで、
もち麦に対する理解がより深まりました。調理の

際には、各班にいずみ会
の方に入っていただくこ
とで、生徒たちは安心し
て調理することができま
した。いずみ会の皆様あ
りがとうございました。 

食 育 通 信 
～福崎東中学校の取り組み～ 

兵庫県特定（産業別） 
最低賃金が改正されました 
兵庫県特定（産業別） 

最低賃金が改正されました 
兵庫県特定（産業別） 

最低賃金が改正されました 

■１０月１日から改正 

■１２月１日から改正 

※最低賃金は、パートタイマー、アルバイト等すべ
ての労働者に適用されます。 
問い合わせ先　兵庫労働局　労働基準部賃金室 
　　　　　　　　０７８－３６７－９１５４ 

適用業種 
塗料製造業 
鉄鋼業 

はん用機械器具製造業・生産用機械器具
製造業・業務用機械器具製造業 

電子部品・デバイス・電子回路製造業・
電気機械器具製造業・情報通信機械器具
製造業 

輸送用機械器具製造業 

計量機・測定器・分析機器・試験機・ 
測量機械器具製造業 

自動車小売業 

時間額 
９４９円 
９４３円 

９２１円 
 
 

８７３円 
 

９５４円 

８７５円 
 

８７６円 

適用業種 
繊維工業 
各種商品小売業 

時間額 
８７１円 
８７１円 
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　町では、高齢の方の急病による緊急時に迅速に対応で

きるよう、緊急通報装置を貸し出しています。 

　緊急通報装置のボタンを押すと受信センターにつなが

ります。緊急時の対応のほか、２４時間体制で健康相談や

介護に関する相談を受け付けています。ご希望の方は、

地域の民生委員または健康福祉課へご相談ください。 

 

＊使用できる電話回線はＮＴＴアナログ回線が基本です。

その他の回線は利用できない場合があります。 

＊利用者の前年度の町民税の所得割額が１０,０００円を超え

る世帯は、最初に利用料として、２０,０００円が必要です。

該当しない場合は、全額免除されます。 

＊不注意による機器の破損、紛失はその費用を負担して

いただくことになりますのでご注意ください。 

　認定こども園や保育所などを利用して

いないお子さんの一時預かりのための保

育教諭のアルバイトを募集しています。 

■資格　保育士と幼稚園教諭の両方の免

許状がある方 

　※保育士免許のみでも可 

■職務場所及び内容 

　田原幼児園での一時預かり保育業務 

■勤務条件 

○勤務日は月曜日～土曜日の間で、一時

預かりの利用申込のある日のみ（不定

期） 

○勤務時間　※利用時間により変更あり 

　 １日　８：１５～１６：４５ 

　 半日　８：１５～１２：４５もしくは１２：１５ 

　 　　　～１６：４５ 

○賃金は時給９５０円 

■登録方法　アルバイト登録申込書に記

入押印のうえ、写真（３㎝×４㎝）１枚

と免許状の写しを添付して提出してく

ださい。 

問い合わせ先　学校教育課（内線２５２） 

応募締切　１月１８日（金） 
応募方法　申込書（指定書式）に住所、氏名、生年月日、性別、職業、主な経歴、電話番号、応募

動機を記載し提出してください。（持参、郵送、Eメール可） 
　　　　　申込書は役場健康福祉課にあります。福崎町公式ホームページにも掲載しています。 
応 募 先　健康福祉課　介護保険係（　内線３５２、３６４）　Eメール：fukushi＠town.fukusaki.lg.jp 
そ の 他　応募者多数の場合は抽選となります。 

介護保険運営協議会委員を募集します 介護保険運営協議会委員を募集します 介護保険運営協議会委員を募集します 
　福崎町では、医療関係者・保健福祉関係
者、被保険者代表者、町議会代表者及び行
政機関職員を委員とする介護保険運営協議
会を設置し、高齢者福祉計画や介護保険事
業計画の進捗状況、介護サービスの評価な
どを行うことにより、事業の円滑な推進を
図ることとしています。 
　このたび、介護保険に関しての意見や提
言を幅広く反映させるため、被保険者代表
を公募します。 

■応募資格 
○町内在住の介護保険被保険者で、４０歳～７０歳未
満の方（平成３１年２月１日現在） 

　ただし、再任の場合は７４歳までとします。 
○平日の午後に開催する会議に出席できる方 
　協議会は年間２～３回程度開催予定です。 
○介護保険事業関係者以外の方 
■募集人員　２人 
■任期　平成３１年３月１日～平成３４年３月３１日 

緊急通報システムについて 

問い合わせ先　健康福祉課　高年福祉係（内線３６４） 

緊急通報装置 ペンダント型送信機 

一時預かり事業の 
保育教諭募集 
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大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
１２
月
、

南
洋
諸
島
周
辺
海
域
の
警
戒
に
あ

た
っ
て
い
た
静
雄
は
、
病
に
倒
れ
、

病
院
船
で
療
養
。
３
ヶ
月
ほ
ど
で

復
帰
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
前

線
に
復
帰
す
る
こ
と
な
く
、
海
軍

省
文
庫
主
管
や
戦
史
編
纂
委
員
を

歴
任
し
ま
す
。
こ
う
し
た
職
務
は
、

本
来
海
軍
兵
学
校
を
主
席
で
卒
業

し
た
人
物
が
勤
め
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
こ
に
来
て
静
雄
は
完
全
に

出
世
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
大
正
５
年
に
は
大
佐

に
昇
進
し
ま
す
が
、
そ
の
後
も
明

ら
か
な
閑
職
に
回
さ
れ
、
つ
い
に

大
正
７
年
に
現
役
を
退
き
、
予
備

役
と
な
り
ま
す
。
予
備
役
と
は
普

段
は
一
般
市
民
と
し
て
生
活
し
、

有
事
が
あ
れ
ば
招
集
さ
れ
る
、
現

役
を
終
え
た
人
が
一
定
期
間
勤
め

る
兵
役
の
こ
と
で
す
。
軍
籍
こ
そ

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
質
的
に

は
こ
の
時
点
で
静
雄
は
軍
人
生
活

に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
す
。 

　
海
軍
を
辞
め
た
静
雄
は
、
体
を

休
め
る
暇
も
な
く
、
新
た
な
事
業

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
日
蘭
通
交

調
査
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
理
事

に
就
任
し
た
の
で
す
。 

　
規
約
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会
の
目

的
は
、
日
蘭（
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
）

の
交
流
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

両
国
の
友
好
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業

に
は
、
日
蘭
関
係
資
料
や
辞
典
・

文
法
書
・
会
話
集
な
ど
の
刊
行
、

両
国
の
国
情
の
紹
介
、
関
係
機
関

の
経
営
・
設
立
に
関
す
る
調
査
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
規

約
に
挙
げ
ら
れ
た
事
業
の
中
に
は
、

「
蘭
領
印
度
」（
＝
オ
ラ
ン
ダ
領

東
イ
ン
ド
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
辺
り
）の
資
源
開
発
を
目
的

と
す
る
特
殊
条
約
を
作
る
運
動
も

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
静
雄
の
没
後
、
昭
和
１７
年（
１

９
４
２
）に
有
志
に
よ
っ
て
営
ま

れ
た
座
談
会
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

静
雄
は
こ
の
地
域
を
利
用
し
て
、

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
利
益
に
な
る

事
業
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
当
時
米
作
が

あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
ジ

ャ
ワ
島
に
、
日
本
の
農
業
従
事
者

を
入
れ
て
米
を
作
ら
せ
、
半
分
を

蘭
領
印
度
で
消
費
し
、
半
分
を
日

本
に
輸
入
し
て
、
日
本
の
米
不
足

を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う

で
す
。（
「
水
交
社
に
於
け
る
故
松

岡
静
雄
氏
追
悼
座
談
会
記
録
」
） 

　
こ
う
し
た
事
業
を
実
現
す
る
た

め
、
静
雄
は
調
査
会
の
会
員
と
と

も
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
り
、
ジ

ャ
ワ
島
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を

翻
訳
し
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
に
出
向

い
て
諸
関
係
者
と
折
衝
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
て
、
大
正
１０
年
に

は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
か
ら
オ
ラ
ン
エ 

・
ナ
ッ
ソ
ウ
勲
章
を
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
得
意
の
語
学
を
活
か
し

て
、
『
和
蘭
語
文
典
』
や
『
和
蘭

事
典
附
蘭
語
文
法
要
録
』
と
い
っ

た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
辞
書
や
文
法
に

関
す
る
本
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。 

　
静
雄
の
兄
で
あ
る
柳
田
國
男
は

『
故
郷
七
十
年
』
で
こ
の
会
に
つ

い
て
触
れ
、
「
静
雄
の
仕
事
の
中

で
、
私
も
一
番
賛
成
し
て
一
生
懸

命
に
や
ら
せ
た
く
思
っ
た
の
は
、

「
日
蘭
通
交
調
査
会
」
の
仕
事
で

あ
っ
た
。（
中
略
）
弟
は
い
つ
も

出
歩
い
て
い
た
の
で
、
私
が
貴
族

院
生
活
の
下
半
期
に
、
こ
の
仕
事

の
た
め
に
大
変
働
い
て
や
っ
た
。」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
國
男

も
こ
の
こ
ろ
オ
ラ
ン
ダ
語
の
勉
強

を
し
て
い
た
よ
う
で
す
（
「
日
蘭

通
交
調
査
会
」
）。
も
し
か
し
た
ら
、

兄
弟
二
人
で
勉
強
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
蘭
領
印
度
の
活
用
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必

要
で
、
順
調
に
は
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
、
大
正
１２
年
９
月
１
日
、

関
東
大
震
災
が
発
生
。
そ
の
日
鵠

沼
（
現
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
で
療

養
し
て
い
た
静
雄
も
軽
傷
を
負
い

ま
す
。
関
東
一
円
で
１０
万
人
を
超

え
る
死
者
を
出
し
た
未
曾
有
の
大

災
害
は
、
国
内
の
政
治
や
経
済
を

大
混
乱
に
陥
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
で
、
調
査
会
の
活
動

は
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
１３
年
、
静

雄
自
身
も
以
前
か
ら
煩
っ
て
い
た

腎
臓
病
が
原
因
で
脳
卒
中
を
起
こ

し
、
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
命

は
取
り
と
め
ま
し
た
が
、
以
降
は

体
も
不
自
由
に
な
り
、
鵠
沼
で
静

養
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
静
雄
が
情
熱
を

傾
け
て
取
り
組
ん
だ
日
蘭
通
交
調

査
会
の
活
動
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
特
命
助
教
　 

井
上
　
舞

 

日
蘭
通
交
調
査
会 

第４０話 

く
げ 

と
ん
ざ

 

ぬ
ま 

み
　
ぞ
　
う 
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（右）『和蘭語文典』 

画像提供：国立国会図書館デジタル 

コレクション 

 

（左）「日蘭通交調査会規約」（一部） 

（日蘭通交調査会ノ部（日蘭通信社ノ 

件ヲ含ム）他） 

画像提供：アジア歴史資料センター／ 

所蔵：外務省外交資料館 


